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ボッチャゲーム
 

（１）ボッチャとは？

 ボッチャは、ジャックボール（目標球）と呼ばれる白いボールに、赤・青のそれぞれ６球

ずつのボールをいかに近づけるかを競うゲームです。 

 １対１の個人戦や、３人対３人のチーム戦などいろいろな形式で行えます。 

 氷上のスポーツであるカーリングのように、相手のボールを弾いたりして、自分が優位に

立てるよう位置取りをしていきますが、目標球も弾いて移動させることができることに特徴

があります。 

（２）ジャックボール 

最初に投球するボールをジャックボール(目標球)といいます。 

ジャックボールは、ジャックボール無効エリアで静止させてしまう、またはサイドラインや

セットラインを超えると 

反則となり、相手にジャック 

ボールを投げる権利が移ります。 

その相手もジャックボールの 

投球で反則となった場合、 

ジャックボールを投げる権利が 

再び戻ってきて、以降、投球が 

成立するまで繰り返します。 

（３）試合の流れ 

 ボッチャはどれだけボールを目標球に近づけることができるかを競うシンプルなゲーム 

です。ではどのように試合が進むのでしょうか。３対３のチーム戦とします。 

① 両チームが６球ずつのボールを用意します。 
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② 試合開始となる第１セットは常に赤ボールが 

先攻となります（次のセットは青ボールが先攻） 

赤が最初にジャックボールを投げます。 

③ 続けて自分のカラーボールを投げます。 

④ 後攻側が青のカラーボールを投げます。※例１ 

⑤ 以降、ジャックボールからより遠い位置に 

ボールを投げた側の選手がその次の投球を行います。 

（つまり、負けているほうから投げる。） ※例２           

⑥  赤、青ともに6球ずつを投げた時点で、そのセットが  

 終了、得点を計算します。 

⑦ この一連の流れを1セットとし、2セットを行います 

(４)点数の計算 

セット終了時、ジャックボールにもっとも近いボールを投げた側にのみ得点が入ります。

相手側のジャックボールにもっとも近いボールよりも、ジャックボールに近いボール１個に

つき、１点が与えられます。 
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勝敗は、各セットの点数を合計した点数で決めます。 
 

 

 

※ 参考 日本障がい者スポーツ協会資料から改変 

例１ 赤のほうがジャックボール

に近いので、次は青が投げる 

 

       

        

例２ 今度は青が近いので、 

次に投げるのは赤 

青の方がジャックボールに近いので、青に点数が入る。 

もっともジャックボールに近い赤よりも、青の3つの球が

ジャックボールに近いため、3点が入ります。 
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